
令
和
７
年
度

　高
齢
者
の
た
め
の

各
種
助
成
制
度
に
つ
い
て

⑴
家
族
介
護
用
品
購
入
助
成
事
業

紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を
購

入
す
る
際
に
利
用
で
き
る
金
券
を
交

付▼
課
税
世
帯
＝
１
０
０
０
円
券
×
36

枚（
３
万
６
０
０
０
円
分
）

▼
非
課
税
世
帯
＝
１
０
０
０
円
券
×

75
枚（
７
万
５
０
０
０
円
分
）

※
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者（
申
請

者
）の
同
一
世
帯
全
員
の
課
税
状

況
に
よ
り
利
用
券
の
額
が
決
ま

り
ま
す
。

本
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
１
年
以

上
居
住
し
て
い
て
、｢

寝
た
き
り｣

ま

た
は｢

重
度
認
知
症｣

の
状
態
が
３
カ

月
以
上
続
い
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に

該
当
す
る
65
歳
以
上
の
要
介
護
者
、

ま
た
は
①
の
要
件
に
該
当
す
る
40
歳

以
上
65
歳
未
満
の
要
介
護
者
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
方（
申
請
日
直
近

１
８
０
日
の
う
ち
90
日
以
上
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
方
）

①
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
の
方

③
療
育
手
帳
Ａ
の
方

※�

特
別
障
害
者
手
当
、
福
祉
手
当
の

受
給
者
は
対
象
外

⑵
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
支
給
事
業

に
対
し
て
、
１
回
の
申
請
で

６
万
円
を
支
給（
申
請
は
８
月
と
２

月
の
年
２
回
）

次
の
①
～
③
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方

①
65
歳
以
上
の
要
介
護
４
、５
の
高

齢
者
を
、
在
宅
で
起
居
を
共
に

し
な
が
ら
、
基
準
日（
８
月
１
日

と
２
月
１
日
）か
ら
過
去
６
カ
月

間
に
３
カ
月
以
上
通
算
し
て
介

護
し
て
い
る
介
護
者

②
介
護
者
、
要
介
護
高
齢
者
の
属
す

る
世
帯
の
世
帯
員
全
員
が
市
民

税
所
得
割
が
課
さ
れ
て
い
な
い

こ
と

③
介
護
者
、
要
介
護
者
共
に
本
市
に

住
民
票
が
あ
り
、
１
年
以
上
居

住
し
て
い
る
方

※
特
別
障
害
者
手
当
、
福
祉
手
当
の

受
給
者
は
対
象
外

⑶
緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業

緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
市

が
指
定
す
る
通
報
先
へ
通
報
す
る
装

置
の
貸
し
出
し

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
虚
弱

な
高
齢
者

⑷
生
活
指
導
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
一
時
的

に
入
所
宿
泊
し
て
い
た
だ
き
、
生
活

習
慣
な
ど
の
指
導
お
よ
び
体
調
調
整

を
行
う

在
宅
で
の
自
立
し
た
生
活
に
不
安

の
あ
る
要
介
護
、
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
な
い
高
齢
者

１
日
３
８
１
円
の
自
己
負
担
と
食

事
代
な
ど
の
実
費
負
担
金

⑸
高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

次
の
品
目
の
購
入
費
の
補
助

①
火
災
警
報
器
、
自
動
消
火
器

②
電
磁
調
理
器

心
身
機
能
低
下
で
防
火
な
ど
の
配

慮
が
必
要
な
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

※
①
の
火
災
警
報
器
と
②
の
重
複
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
民
税
の
所
得
割
額
に
応
じ
て
自

己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

⑹
高
齢
者
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
対
し
て
、
給
食
の
配
達
を
通

し
て
安
否
確
認
な
ど
を
行
う（
週
５

日
以
上
利
用
し
、
昼
と
夕
食
の
２
食

以
内
で
配
食
）

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
方

①
食
事
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者

②
世
帯
全
員
が
要
介
護
認
定
を
受
け

た
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
要
介
護
３
～
５
の
認
定
を
受
け
た

高
齢
者
が
い
る
高
齢
者
の
み
の

世
帯

１
食
あ
た
り
自
己
負
担
５
０
０
円

⑺
高
齢
者
は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー

ジ
等
施
術
料
助
成
事
業

受
診
券（
１
回
８
０
０
円
）の
交
付

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
１
年
以

上
居
住
し
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方

本
人
の
身
分
証
明
書

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、
本
人
お
よ

び
代
理
人
の
身
分
証
明
書

⑻
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業

令
和
６
年
度
中
に
貯
め
た
ポ

イ
ン
ト
数
に
よ
る
利
用
券（
最
大

５
０
０
０
円
分
）お
よ
び
令
和
７
年

度
元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
の
交
付

▼�

元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
転

換
利
用
券
＝
令
和
６
年
度
の
元

気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
か
つ
本
市
に
住
民
登
録
が

あ
る
方

　
▼�

元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド（
高
齢

者
支
援
型
）の
交
付
＝
40
歳
以

上
の
方

　
▼�

元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド（
参
加

型
）の
交
付
＝
65
歳
以
上
の
方

▼�

元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
転

換
利
用
券
＝
令
和
６
年
度
元
気

度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を
本
庁
高

齢
・
介
護
福
祉
課
ま
た
は
各
支

所
、甑
島
振
興
局
、各
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
持
参

　
▼�

元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
＝
本
庁

高
齢
・
介
護
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
、
甑
島
振
興
局
、
各
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公

民
館
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
会
館
で

取
得

※�

高
齢
者
支
援
型
は
、
本
庁
高
齢
・

介
護
福
祉
課
ま
た
は
、
各
支
所
、

甑
島
振
興
局
、
各
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

※
申
請
に
は
身
分
証
明
書（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）の
提
示
が

必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課

▼
⑴
～
⑺
＝
高
齢
者
福
祉
Ｇ（

２
６
７
３
）

▼
⑻
＝
包
括
支
援
Ｇ（

２
６
７
７
）

▲高齢者福祉▲介護予防元気
　度アップ事業

令和６年度 介護予防元気度アップカード

▲高齢者支援型（緑色）▲参加型（桃色）
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▲薩摩川内SDGs
　チャレンジ

▲PASSTO

■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3番22号
　　　　　　  0996（23）5111   0996（20）5570
　　　　　　  0996（22）8115（直通）
　　　　　　  ※音声案内後に内線番号を押してください。
閉庁日および時間外   0996（23）5115
■編　集
本庁未来政策部秘書広報課（ 4122、4123）
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173番地
　　　　　　 �0996（37）3111��� 0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33番地
　　　　　　 �0996（44）3111��� 0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362番地
　　　　　　 �0996（42）1111��� 0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67番地
　　　　　　 �0996（55）1111��� 0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481番地1
　　　　　　 �09969（2）0001��� 09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922番地
　　　　　　 �09969（3）2311��� 09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457番地10
　　　　　　 �09969（4）2211��� 09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819番地
　　　　　　 �09969（7）0311���� 09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031番地1
　　　　　　 �0996（22）0119��� 0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22番10号
　　　　　　 �0996（20）8500��� 0996（20）8512
■広報電話

0120（894）256
※夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報が電話で確認できます。

やくしょにコール

川内保健センターからのお知らせ

※�川内地域以外の母子健康手帳交付および健康相談（成人・母子）については、
随時実施しますので樋脇・入来・東郷・祁答院地域は川内保健センターへ、
甑島区域は甑島振興局へご連絡ください。
※�臨床心理士によるこころの健康相談の日程については、問い合わせください。

事　　業 時

母子健康手帳交付 毎週火曜日（祝日を除く）
9:00 ～ 9:20 受付

健康相談（成人・母子）
※要予約

毎週火曜日（祝日を除く）
10:00 ～ 11:30

今日からできる SDGsチャレンジ！
～2030年のSDGs達成に向けて～
　「SDGs」の達成年である 2030年まで残り 5年。「SDGs 未来
都市」として、「薩摩川内 SDGs チャレンジ」を合言葉に、より
一層SDGsに取り組んでいきましょう。

【問題】｢実現したい未来｣をイメージし、それを実現するため
にどのように行動すべきかを逆算しながら考える｢バックキャ
スティング｣という考え方は、次のうちどちらでしょうか。
①�日本の食品ロスの量は、年間472万トンもあるため、訳あ
り商品を購入し、食品ロスの量を減らす。
②�廃棄物を減らす社会の実現のために、
資源循環サービス P

パ ス ト

ASSTOを利用し、
衣服の循環に取り組む。
※答えは、５月お知らせ版に掲載します。

【先月号の答え】　②チャレンジ＆チェンジ
　令和６年度｢薩摩川内 SDGs チャレンジ
シンポジウム｣は、YouTube チャンネル
｢薩摩川内 SDGs チャレンジ｣でアーカイブ
動画を公開しています。ぜひ、ご覧ください。

問合先／�市民健康課健康増進第１・第２G（川内保健センター内）（22）8811
甑島振興局

小型充電式電池の処分方法

▲市

リチウムイオン電池 ニカド電池 ニッケル水素電池

　携帯電話などの小型家電に内蔵されているリチウムイ
オン電池は、破損や変形により発熱、発火する恐れがあ
ります。収集、運搬、処分の過程で、これが原因とみら
れる火災が国内で頻発しています。小型充電式電池やこ
れを使用した製品を処分する際は、ご注意ください。
　電池には貴重な資源が含まれていますので、リサイク
ルにご協力ください。

▶リサイクルマークがあるもの＝電気店などのリサイクル協力店に出す
▶燃やせないゴミに出す場合＝小型家電から電池を取り出して＋極と－極の金属端子部にテープを
　貼り、絶縁して出す
※リサイクル協力店について詳しくは、市　 をご確認いただくか、　 にお問い合わせください。
　本庁環境課廃棄物政策Ｇ（　 4341、4343）

処分方法
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